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令和元年度 未来をつくろう 市民と市長の地域懇談会 

報 告 書 
 

 
 

日時 令和元年 10 月 18 日（金） 午後 6時 30 分～7時 30 分 

場所 末広コミセン 

参加者数 ４２人 

市側出席者 市長      

副市長     

総務部長    

市民生活部長  

保健福祉部長 

経済部長    

建設水道部長  

教育部長 

企画振興課長  

北  猛俊 

石井  隆 

稲葉 武則 

山下 俊明 

若杉 勝博 

後藤 正紀 

小野  豊 

亀渕 雅彦 

西野 成紀 
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【市長 開会のあいさつ】 
 

 寒い中、夜分お疲れのところ出席をいただき心からお礼申し上げます。 

 地域懇談会は本日で９カ所目となりました。今年度のテーマは「これからの富良野市のまちそだ

て」と「地域の課題」です。富良野市のまちそだては、人口減少や少子高齢社会を迎える中、地方

創生と総合戦略の取り組みを進めているところです。総合計画は令和３年度から新しい計画に移行

するため、今年と来年の２年間をかけて新しい総合計画を策定していきます。その中で、まちづく

りをする上で、どのくらいの人口が望ましいのか。その人口を維持するためにはどういう手立てが

必要なのか。住んでいる方々の利便性を向上させながら、富良野市の魅力を高めていくということ

になりますので、みなさんの周りにある課題を一つ一つ聞かせてもらい、それを計画の中に盛り込

みながら、大きな取り組みのかたちにしていきたいと思っています。 

 地域の課題では少子高齢という社会の中で、地域のコミュニティーを担う町内会や連合町内会の

役員のみなさんが多くの悩みを持っていると聞いています。そうした悩みを解決していくことや、 

地域のインフラを整理していくことも必要だと思っています。地域を知るという意味では、地域懇

談会の場も重要だと思っています。 

 新庁舎の基本設計の説明も行いますので、それぞれの課題についてご意見をいただきますようお

願いします。 

 

 

【懇談会の意見と回答】 
 

教育（青少年教育） 

【ご意見】 【市の回答・対応方針】 

 

○ 礼儀正しい子どもたちにいつも感激していま

す。店の前で仕事をしていると、小学生が立

ち止まってあいさつしてくれる。集団で店の

前を通ったときもみんな声をかけてくれる。

本当に素晴らしい子どもたちだと思ってい

る。自分から声をかけると誤解されるのでは

と控えているが、声をかけても良いのか。 

 

○ あいさつは生活の中の基本です。学校と家庭

でできていることだと思います。いろいろな

イベントで綿あめづくり等を手伝ってくれた

り、店の前で仕事をしていることから、顔見

知りの関係ができていると思います。西中学

校の野球部も立ち止まって礼儀正しくあいさ

つしてくれます。ぜひ声をかけてほしいと思

います。 
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環境（廃棄物処理） 

【ご意見】 【市の回答・対応方針】 

 

○ 本通り南 4丁目のポケット公園にあるビンポ

ストを移動してほしい。公園に小さい子ども

が来るのでガラスの破片があると危ないの

で、いつも自分でガラスの破片を拾っている。

公園側にある今の場所から、自分の家の方か

駐車場側の方に移動してほしい。 

 
○ 来週の月曜日に現場に行って確認して対応し

ます。 

基盤整備（都市空間） 

【ご意見】 【市の回答・対応方針】 

 

○ 空知川の堤防沿いのイチョウの木が大きくな

って、日陰になる。秋になると落ち葉が多く

て困るので剪定をお願いしたい。 

 

○ 若葉通りのイチョウの街路樹は、大きくなっ

てきて課題となっています。剪定も必要だと

思っていますが、間引きできないかと検討し

ているところです。地域のみなさんにも聞き

ながら管理を検討したいと思います。 
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【市長 閉会のあいさつ】 
 

地域の課題では、ビンポストや街路樹の関係で意見をいただきました。早急に対応したいと思います。 

 

教育（青少年教育） 

子どもに声をかけると不審者と間違われるという世の中はおかしいと思います。子どもたちへのあいさ

つは、自分からするようにしています。心配されるようなことにならないような社会を、地域のみなさん

と一緒につくっていきたいと思います。 

行財政運営（ＩＣＴ） 

現在、マイナンバーカードが発行されていますが、カードの普及が進まないことから、マイナンバーカ

ードに保険証の機能を持たせようとしています。カードにはＩＣチップが付いているので、もっといろん

な機能を付けることができます。例えば、買い物でキャッシュレス決済ができたり、カードの機能がスマ

ートフォンでも活用できるという利便性の向上を図っていきたいと思います。 

市民協働（対話によるまちづくり） 

市長室トークや市長出前トークなど、行政が出かけてご意見をいただくということもできますので、思

い付いたことがあれば意見交換に活用してほしいと思います。 

 

 

【参加者アンケートの主なご意見】 
 

年齢区分 性別 ご意見 

29 歳以下 男性 子どものあいさつの話がほっこりできて素晴らしいと思った。 

40-49 歳 男性 へそ祭りとワインぶどう祭りを集約した方が良い。 

40-49 歳 男性 懇談会のテーマで 20分説明を聞いたが、普段なじみのない難しい内容を聞く

のは大変。 

40-49 歳 男性 目の前の課題も大事だが、長期的な視点で意見を市民に聞くことも必要。より

良いまちそだてにつながるよう応援したい。 

70 歳以上 男性 できるだけ子どもや学生が、お互いにあいさつできる富良野を市民も一緒につ

くっていけたら良い。 

 


